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【令和 6 年度を振り返って】 

皆さん、令和 6 年度が無事に終わりを迎えました。この 1 年間、本当にお疲れさまでした。皆さんは、

「心・技・体」の全てにおいて確実に成長しました。この成長は、皆さん自身が日々の努力を通じて築

き上げたものです。 

先日の卒業式や表彰式では、多くの生徒がその成果を形にして表しました。表彰状や資格認定は、皆

さんの日々の努力の証です。これらの成果を通じて、本校が文武両道において優れた学校であることを

広く示すことができました。皆さんの頑張りに心から感謝し、誇りに思います。 

 

【「下りのエスカレーターを逆に登る」人生】 

人生は「下りのエスカレーターを逆に登るようなもの」という表現があります。何もしなければ下へ

と流されてしまいますが、一歩一歩努力を続けることで新しい景色が広がる場所にたどり着けます。こ

の 1 年、皆さんが日々積み重ねてきた努力は、まさにその一歩一歩だったのではないでしょうか。 

ただし、実際にエスカレーターを逆に登るのは危険ですので、絶対にやらないでくださいね。 

 

【「学び」とは何か】 

「学び」とは、ただ知識や技術を受け取るだけでなく、それを自ら掴みにいく姿勢を意味します。皆

さんは授業や部活動、日常生活の中で「学び」を積み重ねてきました。この積み重ねが、必ずや未来の

自分を支える大きな力となります。 

 

漫画『ドラゴンボール』からも学びのヒントを得ることができます。主人公の孫悟空が修行を通じて

成長していくように、皆さんも日々の努力を続けることで、自分自身を鍛え、新たなステージへと進む

ことができます。 

 

【考える力を鍛えよう】 

スティーブ・ジョブズの言葉に「点と点をつなげることは、未来ではなく振り返ったときに初めてわ

かる」というものがあります。今学んでいることがどこで役立つかは、すぐには分からないかもしれま

せん。しかし、後になって振り返ったとき、その学びが自分を支えていたと気づく日が必ず来ます。 

考える力を鍛えるためには、相手の話を聞き、疑問を持ち、自分なりに考え、答えを探す姿勢が大切

です。そして得た答えを他者に伝えることで学びはさらに深まります。本校では、ものづくりの指導や

研究発表の機会が多くあります。これらの場を通じて、考える力や伝える力を鍛えていってください。 

 

【未来をつくる小さな努力の積み重ね】 

日々の小さな努力は、すぐに目に見える成果として現れるわけではありません。しかし、その積み重

ねが未来の自分を確実に強くします。振り返ったとき、「あのとき頑張ってよかった」と思える日が必ず

来ます。だからこそ、今を全力で過ごしてください。 

 



【安全で充実した春休みを】 

春休みを迎えるにあたって、皆さんにお願いがあります。「ケガをしない」「人を悲しませない」「命を

大切にする」ことを忘れないでください。楽しい時間を過ごす中でも、気を緩めすぎず安全に気を付け

てください。 

 

【新年度に向けて】 

新年度を迎えるにあたり、新たな目標を持ち、さらに自分を鍛える1年にしてほしいと願っています。

皆さんがどんな挑戦をし、どのように成長していくのか、とても楽しみです。 

 

4 月 8 日に、全員が元気な笑顔で揃うことを心から願っています。今年度 1 年間、本当にお疲れさま

でした。 


